








ヘレネで幹細胞の数の精密な確認方法

二重確認＋高精度計算

細胞サンプルを得た後、生細胞と死細胞の区別によく使われる生体染色剤、0.4％タ
イパンブルー溶液を加えて染色を行う。染色方法は色素排除試験で、染色液は死細
胞には浸透するが、生細胞の細胞膜に阻まれることを利用して、生存率算出のため
の区別を行うものである。従来は染色したサンプルを顕微鏡で観察し、手作業でカ
ウントしていましたが、自動化セルを用いて透視反応を自動認識し、解析を完了さ
せます。手動でカウントする場合、ピント合わせを手動で行うだけでなく、サンプ
ル間の明視野光量も調整する必要があります。Countess II FL自動セルカウンターは、
照明とフォーカスを自動的に調整し、使用時に最適な画質を得ることができます。

ステップ1- Thermo Fisher Countess II FL セルカウンター

ステップ2-二重確認-特許取得済みのAI画像細胞活動認識技術

Countess II FLで量を測定した後、当社の細胞センターで
は、細胞サンプルをスライドに載せ、ZEISS Axio
Vert.A1顕微鏡で細胞画像を取得します。HELENEが独自
に開発した画像読み取り用AIプログラムを用いて、共焦
点レベルで細胞骨格を観察し、顕微鏡の焦点距離と細胞
種（MSC）と細胞培養フラスコの断面積を組み合わせて、
細胞数、細胞生存率を算出する。この2つのステップで、
計算精度は100％に近く、他では真似のできない職人的
なプロセスを実現しており、HELENEブランドの治療用
グレードの幹細胞は、お客様のニーズに正確に合わせ、
常に最適化されていることを保証しています。

HELENE Cell Centerで培養した幹細胞は、お客様に投与提供する前に幹細胞の数と生存率を確認するために、
少なくとも2段階で測定されます。結果はラボで承認と印刷されます。科学的かつ責任がある方法ですべての
顧客に提供いたします。

品質保証書提示

HELENEクリニックでは、治療のたびに幹細胞証明書を提供し、品質と透明性に責任をもっていることを表明しています。

幹細胞治療の投与数量

2021年の論文[The safety of MSC therapy over the past 15 years: a meta-
analysis] によると、62の臨床試験が解析対象として選ばれています。 これら
の臨床試験のうち7件以上において、5億個以上、場合によっては10～20億個
ものMSCが投与され、俗説を払拭し、世界的研究機関に並ぶHELENEクリ
ニックの技術力を確認することができました。

[引用] The safety of MSC therapy over the past 15 years: a meta-analysis. https://doi.org/10.1186/s13287-021-02609-x

多くの臨床データから、特定の疾患に対して低用量の細胞を投与した症例を見つ
けることができないことから、場合によっては低用量のMSCが有効でない可能性
さえあることが示唆された。 近い将来、科学的データや研究の更新に伴い、関連
する臨床試験の結果をよりよく比較するために、MSC治療プロトコル、治療対象、
供給源、培養プロトコル、投与量の違いなどを継続的に改善し、標準化する必要
があります。これに先立ち、HELENE Clinicは、患者の年齢、体調、疾患に応じ
て異なる細胞およびエキソソーム量の再注入プログラムを展開し、完全な安全性
の下で最高の幹細胞治療を保証するために、治療方法を改善し続けます。

Author Year Location Cell

Xiao 2017 China BMSC (4.9±1.7)×10
8 
cells 5億個幹細胞

Bartunek 2013 Belgium BMSC 600 -1200×106 cells 6-12億個幹細胞

Teraa 2015 The Netherlands BMSC 144-500×106 cells 1.4-5億個幹細胞

Lublin 2014 USA
Placenta-Derived

MSc
600×106 cells 6億個幹細胞

Hess 2017 USA BMSC 1200×106 cells 12億個幹細胞

Xie 2007 China BMSC 20.56-58.87×108 cells 20億-58億個幹細胞

Xiao 2012 China BMSC 1-10×109 cells 10億-100億個幹細胞
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